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　米子市内で9年間、保育士として働いていた平
野さん。子どもの成長を間近で感じられる仕事に
はやりがいを覚えていたが、就職10年目を前に、
全く違う業界に挑戦する気持ちも芽生えていた。
休日などを活用して取得していたフォークリフトの
資格を生かせる職場として入社。「休憩をしっかり
取れて、残業も少ないという点にも惹かれました」
　グループ会社が製造した合板をカットしたり、撥
水加工したりして、付加価値を付けて販売するの
が加工部の仕事。平野さんは、加工前の合板の搬
入から、加工後の各種合板の保管まで、主に工場
内での運搬作業を担当。倉庫と工場、外を一日中
移動するとあって、「一番苦労しているのは暑さで
す」と苦笑する平野さん。ドリンクホルダーの飲料
水をこまめに補充し、熱中症には気を遣う。
　機械を使った加工作業にも挑戦。一度に何枚も
の板材を挽けるギャングソー作業や撥水加工など
はまだ無理だが、合板を一枚ずつカットするパネル
ソーは扱えるようになった。経験を重ね、まずは木
材加工用機械作業主任者の資格取得を目指す。
「目標があるのはモチベーションにつながります」

　大学では防災関係のゼミに所属し、一日中、山
に入って土砂災害の現地調査をしたことも。「樹種
における林内照度の季節変化の違いなどを調べて
いました」。環境に配慮し、自然と関わりがある事
業を行っている地元企業に自然と目が行く中、違
法に伐採されていない認証材を積極的に使用して
いる日新林業に関心を覚えた。
　現在は、全社員約20人の勤怠管理や、経費・
請求書の処理を担当。「原木部には海外や県外な
ど長期出張する社員も多く、経費計算は結構大変
です。また、山林部が行っている森林整備事業で
は、さまざまな補助金を活用しているため、制度
の勉強も欠かせません」と都田さん。9月には、
グループ社員向けに行われる2泊3日の山林研修に
参加し、下刈りから伐倒、苗木を植えることまでを
行った。「覚えることや経験することが多くて四苦
八苦していますが、早く会社の全体像をつかみ、
皆さんをサポートできるようになりたい」。そんな
都田さんの心強い味方が先輩社員の松本さんだ。
日誌交換などを通じて業務を細やかにフォローして
くれるチューターの存在が大きな支えになっている。

認証材の積極使用など
持続可能な森林経営に共感

ワークライフバランスを実現でき、
目標持ってスキルアップできる職場
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8000キロ離れたカナダから、境港や浜田の港に原木を積んだ船が到着する 山中の立木を伐採し、長さを切り揃えて搬出 カナダの取引先訪問時の集合写真 「山仕事から貿
易実務までさまざまな業務があるのが当社の特徴。好奇心の強い人に来てほしい」と鈴木専務
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日新グループの中では少数
精鋭の会社ですので、様々
な業務に携わることができ
ます。誰とでも明るく元気に
コミュニケーションが取れる
方、様 な々ことに興味を持ち
積極的にチャレンジできる
方、木材を通じてものづくり
や社会に関わりたい方はぜ
ひお問合せ頂ければと思い
ます。

公式サイトは
こちら

リクナビは
こちら

マイナビは
こちら

管理部
都田 夢良さん（23）

2024年入社

加工部
平野 智啓さん（33）

2023年入社
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